


（
史
料
）

応
仁
の
乱
と
京
都

ー
都
の
衰
退
と
復
興
ー

下
坂

守

は
じ
め
に

１
〔
応
仁
記
〕
一

御
霊
合
戦
之
事
〔
畠
山
右
衛
門
佐
上
洛
之
事
〕

（

政

長

）

「
コ
ノ
屋
形
ハ
要
害
モ
ナ
キ
平
原
ニ
テ
、
殊
猛
勢
ヲ
引
受
テ
ノ
合
戦
難

成
存
候
。

懸

モ
引
モ
折
ニ

や

か

た

な
り
が
た
く

か
け
る

ひ
く

お
り

ヨ
ル
ト
申
事
ノ
候
ヘ
バ
、
爰
ニ
颯
ト
打
捨
テ
、
是
ヨ
リ
上
御
霊
ヘ
ア
ガ
ツ
テ
、
藪
ヲ
小
楯
ニ
戦
ハ
、

こ
こ

さ
っ

こ

た

て

一
端
拘
ヘ
候
ヒ
ナ
ン
。
万
一
合
戦
及
難
儀
候
ト
モ
、
京

兆
（
細
川
勝
元
）
ノ
矢
倉
ノ
前
ニ
テ
候
ヘ

か
か

け
い
ち
ょ
う

や

ぐ

ら

バ
、
サ
リ
ト
モ
無
下
ニ
討
死
セ
サ
セ
テ
ヨ
モ
御
覧
セ
ラ
レ
候
ハ
シ
」

（
中
略
）

む

げ

十
八
日
ノ
早
天
ニ
御
霊
ヘ
コ
ソ
ハ
押
寄
ケ
レ
、
此
御
霊
ノ
森
ノ
有
様
、
南
ハ
相
国
寺
ノ
藪
・
大
堀
、

あ
り
さ
ま

し
ょ
う
こ
く
じ

西
ハ
細
川
方
ノ
要
害
ナ
レ
バ
、
責
口
、
只
北
ト
東
ノ
口
ヨ
リ
攻
入
ト
下
知
シ
ケ
レ
バ
…

せ
め
ぐ
ち

２
〔
応
仁
記
〕
三

洛
中
大
焼
之
事

「
飯
尾
清
方
の
歌
」

汝
ヤ
シ
ル

都
ハ
野
辺
の
夕
雲
雀

ア
カ
ル
ヲ
見
テ
モ

落
ル
ナ
ミ
タ
ハ

な
れ

の

べ

ゆ
う

ひ

ば

り

（

涙

）

一
、
応
仁
元
年
の
戦
火

ー

二
条
よ
り
上
は
東
西
南
北
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
焼
く

ー

①

正
月

日

西
軍
（
畠
山
義
就
）
→

東
軍
（
畠
山
政
長
）

上
御
霊
の
合
戦

18

②

５
月

日
～
５
月

日

東
軍

→

西
軍

上
京
の
合
戦

26

30

「
北
は
船
岡
山
、
南
は
二
条
辺
に
い
た
り
日
夜
焼
亡
な
り
」
（
史
料
２
）

６
月

日
11

東
軍
一
色
政
氏
屋
形
（
中
御
門
堀
川
）
自
焼
、
近
衛
以
北
（
二
条
以
北
と
も
）
が
焼
け
る
（
「
一

条
町
を
上
下
ニ
焼
了
」
〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
）
）

８
月

日

大
内
政
弘
（
西
軍
）
入
京

21

③

９
月

日
～

日

西
軍

→

東
軍

室
町
御
所
の
合
戦

13

14

「
内
裏
仙
洞
東
西
南
北
大
路
焼
失
也
、
但
両
御
所
無
為
」
（
宗
賢
卿
記
）

「
二
条
よ
り
上
、
北
山
東
西
こ
と
〳
〵
く
焼
野
と
成
て
す
こ
ぶ
る
残
る
所
ハ
将
軍
の
御
所

計

也
、

ば
か
り

禁
裏
・
仙
洞
ハ
定
て
陣
屋
と
成
」
（
応
仁
略
記
）

④

月
３
日
～

月

日

西
軍

→

東
軍

相
国
寺
の
合
戦

10

10

20

「
こ
と
ご
と
く
相
国
寺
焼
亡
す
。
畠
山
右
衛
門
佐
殿
勢
こ
れ
を
焼
く
。
二
条
よ
り
上
は
東
西
南
北

こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
焼
く
。
北
畠
ノ
塔
計
残
り
了
ん
ぬ
」
（
東
寺
長
者
補
任
）

二
、
構
と
堀
と
井
楼

ー

小
櫓
高
壘
、
浚
濠
深
塹
、
周

匝
重
々

ー

し
ゅ
う
そ
う

３
〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
五
月
二
十
二
日

ぞ

う

じ

き

一
条
以
北
自
他
構
城
、
諸
方
難
儀
此
事
也
云
々
。

（
中
略
）

五
月
廿
五
日
、
珍
事
既
に
出
来
す
。
諸
大
名
両
方
ニ
相
分
る
る
も
の
也
。
畠
山
政
長
方
は
細
川
右

ま
さ
な
が

京
大
夫
一
家
、
京
極
入
道
一
家
、
赤
松
次
郎
法
師
（
則
）

政
利

六
角
四
郎
政
高

武
田
大
膳
大
夫
、
山
名

（
勝
元
）

（
持
清
）

（

信

賢

）

弾
正
、
こ
れ
ら
の
輩
、
室
町
殿
を
以
て
城
の
構
と
な
す
。

（
是
豊
）

以
上
、
東
方
と
号
す

畠
山
義
就
方
は
、
山
名
入
道
以
下
一
門
、
斯
波
義
廉
于
時
管

領
也
、

六
角
亀
寿
丸
高
頼

土
岐
、
一
色
、

よ
し
な
り

は

（
宗
全
）

よ
し
か
ど

か
め
じ
ゅ
ま
る

こ
れ
ら
の
輩
、
堀
を
小
路
・
大
路
に
切
り
、
城
の
構
と
な
す
。

４
〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
応
仁
元
年
五
月
二
十
九
日

二
十
六
日
よ
り
毎
日
所
々
に
お
い
て
合
戦
、
な
ら
び
に
焼
亡
も
っ
て
の
外
の
次
第
な
り
。
北
は
船
岡



山
、
南
は
二
条
辺
に
い
た
り
日
夜
焼
亡
な
り
。

５
〔
後
知
足
院
房
嗣
記
〕
応
仁
元
年
五
月
三
十
日

ふ
さ
つ
ぐ

方
々
要
害
に
堀
を
掘
る
由
申
せ
し
む
る
の
間
、
侍
ど
も
に
仰
せ
付
け
鷹
司

面

に
掘
ら
せ
し
め
了
ん
ぬ
。

お
も
て

６
〔
皇
年
代
私
記
〕
応
仁
元
年
六
月
一
日

今
日
よ
り
一
條
大
路
、
両
陣
の
間
、
溝
を
掘
る
。
口
二
丈

計

、
深
さ
一

丈
と
云
々
。

に
じ
ょ
う
ば
か
り

い
ち
じ
ょ
う

う
ん
ぬ
ん

７
〔
碧
山
日
録
〕
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
正
月
二
十
九
日

へ
き
ざ
ん

幸

子
東
軍
よ
り
来
た
る
。
語
る
に
以
て
、
深
塹
高
壘
、
要
害
の
甚
だ
し
き
は
こ
れ
を
見
ざ
る
も
の

〔
松
田
秀
幸
〕

ざ
ん

る
い

の
意
度
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
也
。
軍
士
多
く
紅

綃
・
素
練
を
割
き
、
小
旗
旄
を
造
り
て

こ
う
し
ょ
う

そ

れ

ん

き

ぼ

う

腰
間
に
挟
む
。
（
中
略
）
幸
又
曰
く
、
和
州
の

匠

、
営
中
に
来
た
り
、
石
木
を
発
す
る
を
造
る
。

よ
う
か
ん

い
わ

た
く
み

そ
の
石
中
る
を

尽

摧
破
す
と
云
う
。
予
曰
く
、
砲
也
。

あ
た

こ
と
ご
と
く

さ

い

は

い
わ

８
〔
経

覚
私
要
抄
〕
応
仁
二
年
四
月
十
五
日

き
ょ
う
か
く
し
よ
う
し
ょ
う

楠
葉
備
中
語

云
、
山
名
方

西

楼
既
に
こ
れ
を
上
ぐ
。
細
川
の
城
を
責
め
ん
が
た
め
と
云
々
。
一

か
た
り
て
い
わ
く

（
宗
全
）

（
井
）

あ

せ

う
ん
ぬ
ん

丈
二
尺
柱
九
□
面
四
間

西

楼
と
云
々
。
火
矢
・
石
ツ

カ

テ
・
土
石
ヲ
上
に
置
く
と
云
々
。
大
内
介

（
井
）

（
フ
）

（

政

弘

）

モ

西

楼
を
用
意
す
と
云
々
。
こ
れ
又
非
常
の
支
度
と
云
々
、
此

西

楼
を
上
ぐ
る
は
、
大
責
あ
る
べ

（
井
）

（
井
）

お
お
ぜ
め

き
の
由
風
聞
す
と
云
々
。

９
〔
碧
山
日
録
〕
応
仁
二
年
四
月
十
四
日

西
陣
宗
全
の
城
、

西

楼
を
立
つ
。
其

高
七
丈

余

と
云
々
。

（
山
名
）

（
井
）

そ
の
た
か
さ

あ
ま
り

う
ん
ぬ
ん

（
五
月
二
十
七
日
）

客

曰

、
東
陣
高
き
戍
楼
を
抗
る
。
上

頭
に
い
た
ら
ば
、
下
に
諸
軍
営
を
視
る

い
わ
く

じ
ゅ
ろ
う

あ
げ

じ
ょ
う
と
う

み

と
云
う
。

い

（
十
一
月
六
日
）

東
南
に
兵
櫓
あ
り
。
高
さ
十
余
丈
。
万
年
（
相
国
寺
）
の
塔
と
相
上
下
す
。
小
櫓

ま
ん
ね
ん

高
壘
、
浚
濠
深
塹
、
周

匝
重
々
。
敵
陣
ま
た
か
く
の
如
き
也
。
そ
の
間
、
士
卒
の
往
来
、
億
万

計

し
ゅ
う
そ
う

ば
か
り

り
也
。

〔
重

編
応
仁
記
〕
応
仁
二
年

じ
ゅ
う
へ
ん

10

角
テ
西
方
ノ
陣
ニ
、
日
番
・
夜
廻
等
隙
透
間
無
ク
相
勤
メ
テ
、
敵
味
方
ノ
構
ヘ
ト
モ
、
日
夜
犬
牙
相

か
く

ひ
ま

す

き

ま

対
ス
レ
バ
、
合
戦
ハ
無
ク
、

徒

ニ
何
限
リ
ト
無
ク
守
リ
ケ
ル
。

い
た
ず
ら

三
、
孤
立
す
る
東
軍
の
「
御
構
」

ー

東
方
様
は
た
だ
籠
の
な
か
の
鳥
の
如
し

ー

〔
経
覚
私
要
抄
〕
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
正
月

11

細
川
右
京
大
夫
の
陣
の
事
、
丑
寅
口
一
方
ナ
ラ
テ
ハ
不
閇
、
そ
の
余
は

悉

山
名
・
大
内
介
以
下

（

勝

元

）

う
し
と
ら

こ
と
ご
と
く
（
宗
全
）

（

政

弘

）

取
り
巻
く
と
云
々
。
よ
っ
て
九
條
よ
り
蔵
人
参
る
時
ハ
、
三
日
ニ
山
ヘ
廻
テ
鞍
馬
口
へ
出
テ
入
城
す

く
ろ
う
ど

と
云
々
。

〔
後
法
興
院
記
〕
応
仁
二
年
正
月
四
日

ご

ほ

う

こ

う

い

ん

き

12

京
都
の
通
路
、
去
年
の
九
月
の
比
よ
り
山
名
一
揆
の
徒
党
充
満
す
。
而
公
武
の
通
路
を
留
め
了
ん
ぬ
。

こ
ろ

〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
七
月
二
十
三
日
条

13

筒
井
方
よ
り
申
し
給
う
。
山
城
宇
治
・
水
牧
・
山
階
等
こ
と
ご
と
く
以
て
、
東
方
没
落
十
六
人
。
細
川

（
勝
元
）



方
披
官
十
二
人
西
方
ニ
降
参
し
了
ん
ぬ
。
（
中
略
）
東
方
様
は
た
だ
籠
の
な
か
の
鳥
の
如
き
な
り
。

ひ

か

ん

お
わ

〔
言
国
卿
記
〕
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
正
月
十
三
日

と
き
く
に

14
一
今
朝
御
暇

乞
ニ
御
所
へ
参
り
、
申
し
入
れ
了
ん
ぬ
。
宮
御
方
・
女
中
ナ
ト
ヘ
モ
申
す
。
伏
見
殿
・

い
と
ま
ご
い

お
わ

〔
邦
高
親
王
〕

同
宮
御
方
へ
イ
ト
マ
コ
イ
ニ
参
る
な
り
。
源
中
納
言
・
飛
鳥
井
陣
屋
へ
罷
る
な
り
。

（

暇

乞

）

ま
か

一
九
時
分
ニ
、
西
タ
ウ
越
ニ
坂
本
ヘ
下
り
了
ん
ぬ
。
供
、
兵
衛
・
中
務
少

輔
・
掃

部
・
将
監
・
智

（

塔

）

お
わ

と
も

し
ょ
う
ゆ
う

〔
大
沢
重
有
〕

阿
弥
な
り
。
七
ノ

ス

キ
ニ
下
り

ツ

キ
了
ん
ぬ
。

祝

ア
リ
。

（
過
）

（
着
）

お
わ

い
わ
い

一
夜
ニ
入
り
、
執
当
坊
礼
ニ
来
り
了
ん
ぬ
。
予
ヤ
ナ
キ
一
桶
、
二
色
モ
タ
せ
罷
る
な
り
。
祝
言
ば
か
り

（

真

全

）

お
わ

（

柳

）

ま
か

ノ
ト
酒
ア
リ
。
御
サ
ル
ミ
ヤ
ケ
ニ
、
犬
ハ
コ
一
ツ
ヽ
ス
カ
ハ
ス
也
。

（

猿

）

（

土

産

）

（

箱

）

（

遣

）

（
二
月
二
十
九
日
）

一
今
朝
、
山
越
に
上
洛
し
了
ん
ぬ
。
少
将
同
道
な
り
。

お
わ

〔
言
国
卿
記
〕
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
四
月
一
日

と
き
く
に

15
一
少
将
ヲ
予
同
道
シ
、
山
コ
ヘ
ニ
下
る
な
り
。
九
時
ニ
下
り

ツ

ク
な
り
。

（

越

）

（
着
）

（
五
月
十
五
日
）

一
今
日
、
伏
見
殿
宮
御
方
御
元
服
ノ
御
礼
ニ
上
る
な
り
。
山
越
ナ
リ
。
九
時
分
ニ
京
陣
屋
ヘ
ノ
ホ
リ

〔

邦

高

親

王

〕

の
ぼ

（

上

）

ツ

キ
了
ん
ぬ
。
予
供
、
兵
衛
・
中
務
少
輔
・
掃
部
助
・
智
阿
弥
な
り
。
そ
の
外
チ
ウ
ケ
ン
共
少
将

（
着
）

お
わ

と
も

（

中

間

）

ど
も

ヲ
同
道
ス
ル
な
り
。

〔
言
国
卿
記
〕
文
明
六
年
五
月
十
六
日

16
一
今
日
、
罷
り
下
る
御
暇

乞
ニ
参
る
な
り
。
若
宮
御
方
こ
れ
に
同
じ
。

ま
か

い
と
ま
ご
い

一
山
越
、
坂
本
ヘ
下
る
な
り
。
少
将
同
道
ス
ル
な
り
。
予
供
ハ
、
兵
衛
・
少
輔
・
掃
部
助
ナ
ト
也
、

（
六
月
十
八
日
）

一
今
朝
、
山
越
予
上
る
也
、
二
位
坊
ヲ
同
道
シ
了
ん
ぬ
。
予
供
、
兵
衛
・
少
輔
・
左
衛
門
・
掃
部
ナ
リ
。

お
わ

と
も

河
原
マ
テ
又
ム
カ
イ
ニ
、
イ
ヤ
六
来
り
了
ん
ぬ
。

（

迎

）

お
わ

一
陣
屋
ヘ
ヒ
ル
以
前
ニ
上
り

ツ

キ
了
ん
ぬ
。
酒
ア
リ
。

（

昼

）

（
着
）

お
わ

〔
政

所

賦

銘
引
付
〕
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
閏
九
月
二
十
九
日

ま
ん
ど
こ
ろ
く
ば
り
め
い

ひ
き
つ
け

17
一
、
岡
田
太
郎
左
衛
門
尉
吉
久

ー
閏
九
廿
九

よ
し
ひ
さ

三
條
町
北
東
の
角
家
な
ら
び
に
屋
地
の
事
。
買
得
の
処
、
一
乱
に
よ
り
こ
れ
を
捨
て
置
き
、
御
構

へ
参
る
。
静
謐
已
後
立
ち
帰
る
べ
き
の
処
、
櫛
曳
三
郎
違
乱
に
及
ぶ
と
云
々
。

い
ご

う
ん
ぬ
ん

〔
政
所
賦
銘
引
付
〕
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
八
月
二
十
三
日

18
一
、
下
笠
三
河
入
道
元

秀

ー
八
廿
三
日

げ
ん
し
ゅ
う

京
都
大
乱
の
初
め
、
元
秀
御
構
（
綾
小
路
室
町
東
北
頬
）
へ
参
る
処
、
納
所
新
左
衛
門
尉
秀
次
、

元
秀
の
家
倉
・
贓
物
已
下
こ
れ
を
押
領
す
。
今
に
お
い
て
は
買
得
の
由
こ
れ
を
申
す
。
納
所
を
召

ぞ
う
も
つ

い

か

し
出
さ
れ
、
御
糺

明
に
預
か
る
べ
き
の
由
と
云
々
。

き
ゅ
う
め
い

四
、
文
明
六
年
の
和
平

ー
橋
を

懸

け
自
他
の
人
々
往
反
す
ー

（
架
）

〔
親
長
卿
記
〕
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
四
月
三
日
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山
名
と
細
川
と
寛
宥
の
事
、
近
日
巷
説
耳
に
満
つ
る
の
処
、
す
で
に
去
夕
、
参
会
す
と
云
々
。
よ

（
政
豊
）

（
政
元
）

か
ん
ゆ
う

こ
う
せ
つ

っ
て
橋
を

懸

け
自
他
の
人
々
往
反
す
と
云
々
。
お
よ
そ
大
慶
か
。
か
つ
は
無
為
珍
重
。
但
し
心
中

（
架
）

む

い

の
野
心
を
知
ら
ず
。

（
四
日
）
晴
。
北
野
に
参
詣
の
人
こ
れ
あ
り
と
云
々
。
山
名
の
陣
よ
り
誓
願
寺
に
参
詣
す
と
云
々
。

自
他
往
反
勿
論
也
。

（
二
十
一
日
）

晴
。
北
野
社
本
社

に
参
詣
す
。
乱
後
、
通
達
な
き
に
よ
り
各
人
々
参
詣
せ
ず
。
去
る
六



日
よ
り
通
達
す
。

〔
東
寺
執

行

日
記
〕
文
明
六
年
四
月
五
日

し

ぎ
ょ
う
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上
下
万
民
、
一
條
橋
よ
り
知
人
ヲ
尋
ね
入
る
ト
申
し
テ
、
人
々

事

の
外
出
入
仕
る
也
。
珍
重
々
々
。

（
殊
）

〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
文
明
六
年
四
月
八
日
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京
都
の
儀
は
、
去
る
三
日
、
山
名
・
細
川
と
対
面
。
両
方
ニ
大
慶
の
由
と
云
々
。
披
官
人
等
申
し

（
政
豊
）

（
政
元
）

ひ

か

ん

に

ん

合
わ
す
の
故
か
。
よ
っ
て
下
京
以
下
の
商
人
等
御
陣
に
参
る
。
泰
平
の
儀
也
と
云
々
。

〔
親
長
卿
記
〕
文
明
六
年
七
月
十
二
日

ち
か
な
が
き
ょ
う
き

22

今
日
、
こ
の
構
よ
り
下
京
土
岐
屋
形
已
下
に
押
し
寄
せ
、
所
々
に
放
火
せ
し
む
。
殊
な
る
事
な
く

い

か

引
退
し
了
ん
ぬ
。

お
わ

〔
親
長
卿
記
〕
文
明
六
年
八
月
十
三
日
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近
日
小
屋
路
地
狭
少
を
以
て
、
あ
る
い
は
追
い
立
て
軒
を
切
る
。
万
民
の
愁
傷
比
類
な
し
。
猶
今

日
予
近
辺
か
く
の
ご
と
し
。

（
十
四
日
）
予
陣
屋
の
東
切
る
べ
し
と
云
々
。

五
、
乱
の
終
結
と
町
の
復
興

ー

大
裏
は
五
月
の
麦
の
中

ー

〔
親
長
卿
記
〕
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
十
一
月
十
一
日
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こ
こ
に
亥
刻
許
り
、
敵
陣
に
火
事
あ
り
。
驚
き
見
る
の
処
、
畠
山
修
理
大
夫
自
焼
す
と
云
々
。
去

い

ば
か

（

義

統

）

る
九
月
比
よ
り
大
内
左
京
大
夫
御
方
に
参
る
べ
き
の
由

頻

り
に
こ
れ
を
申
す
。
御
［
免
］
あ
る
間
、

こ
ろ

（

政

弘

）

み

か

た

し
き
り

今
夜
す
で
に

俄

に
引
退
す
。
よ
っ
て
土
岐
美
濃
守
、
畠
山
修
理
大
夫
等
自
焼
せ
し
め
、
全
て
没
落

に
わ
か

（

成

頼

）

す
。
よ
っ
て
諸
陣
皆
同
じ
く
炎
上
□
□
物
、
す
で
に
十
一
ケ
年
に
及
び
、
洛
中
に
自
敵
陣
を
並
べ

堀
を
隔
て
る
の
処
、
た
ま
た
ま
か
く
の
ご
と
き
の
儀
に
及
ぶ
。
珍
重
々
々
。
旧
院
御
所
は
炎
上
す
。

禁
裏
御
留
守
御
所
は
相
残
る
。
珍
重
々
々
。

（
十
二
日
）
晴
。
早
旦
よ
り
諸
人
物
忩
。
敵
陣
の
焼
跡
に
罷
り
乱
妨
す
と
云
々
。
見
物
の
輩
経
廻
の

ぶ
っ
そ
う

ま
か

由
風
聞
の
間
、
罷
り
出
て
こ
れ
を
見
物
す
。
内
裏
の
外

悉

く
焼
失
す
。
但
し
禁
裏
は
有
名
無
実

ま
か

こ
と
ご
と

也
。
巨
細
を
記
録
す
る
に
及
ば
ず
。
す
な
わ
ち
参
内
し
、
御
留
守
御
所
拝
見
の
由
、
あ
ら
あ
ら
言

こ

さ

い

さ
ん
だ
い

上
し
了
ん
ぬ
。
次
に
今
日
、
武
家
よ
り
内
裏
相
残
る
の
間
、
武
士
に
仰
せ
ら
れ
警
固
せ
ら
る
。
同

お
わ

じ
く
公
家
の
輩
祗
候
す
べ
き
の
由
仰
せ
付
け
ら
れ
る
べ
き
の
由
申
さ
る
間
、
（
中
略
）

す
な
わ
ち

し

こ

う

走
り
向
か
う
の
処
、
す
で
に
堀
を
越
え
人
々
参
入
す
。
一
人
難
治
。
し
か
る
と
い
え
ど
も
□
□
難

参
仕
、
少
々
相
残
る
御
物
等
、
紫
宸
殿
の
内
に
お
い
て
目
録
（
師
富
朝
臣
こ
れ
を
書
く
）
を
取
り

ぎ
ょ
ぶ
つ

武
士
に
渡
し
了
ん
ぬ
。
昨
朝
拝
見
の
時
よ
り
障
子
已
下
紛
失
し
了
ん
ぬ
。
存
内
の
事
か
。

お
わ

い

か

お
わ

〔
晴
富
宿
祢
記
〕
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
二
月
十
三
日

は
れ
と
み
す
く

ね
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室
町
殿
（
花
御
所
）
御
造
営
御
事
始
め
也
。

（
三
月
十
五
日
）
室
町
第
（
花
御
所
新
造
あ
る
べ
き
の
所
）
裏
築
地
の
在
家
（
乱
中
に
陣
屋
を
立
つ
。

今
に
在
家
こ
れ
あ
り
）
、
皆
撤
却
せ
ら
れ
る
。
今
日
こ
れ
を
壊
つ
と
云
々
。
又
御
構
の
中
（
乱
中
御

こ
ぼ

構
の
内
た
る
所
々
）
町
々
の
巷
所
の
在
家
皆
こ
れ
を
壊
つ
。
今
日
所
司
代
こ
れ
を
相
触
れ
、

俄

に

こ
う
し
ょ

（
浦
上
則
宗
）

に
わ
か

こ
れ
を
撤
却
す
。
又
簷
椽
を
切
る
も
の
こ
れ
あ
り
。
條
里

本

に
復
す
る
は
然
る
べ
き
事
な
り
。

え
ん
て
ん

（
元
）

（
三
月
十
六
日
）
公
武
諸
家
、
乱
中
、
あ
る
い
は
炎
上
、
あ
る
い
は
破
却
に
よ
っ
て
沈
淪
す
。
然
る

ち
ん
り
ん

に
今
こ
と
ご
と
く
本
宅
の
敷
地
に
居
る
べ
き
の
由
、
御
成
敗
を
以
て
（
百
姓
居
住
の
）
所
在
の
小

家
等
皆
壊
ち
取
る
と
云
々
。

こ
ぼ



〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
文
明
十
一
年
三
月
六
日
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京
都
ハ
三
宝
院
門
跡
こ
れ
を

立

て
ら
る
。
作
事
、
元
の
在
所
、
土
御
門
万
里
小
路
と
云
々
。
伊
勢

（
建
）

守
の
屋
形
こ
れ
を
立
つ
。
内

者

共
の
各
屋
共
こ
れ
を
立
つ
。
在
々
所
々
の
作
事
、
室
町
殿
ハ
東
西

う
ち
の
も
の
ど
も

ど
も

行
四
十
丈
、
南
北
行
六
十
丈
の
御
地
也
。
然
れ
ど
も
南
北
行
四
十
丈
ニ
ツ
イ
チ
こ
れ
を
仰
せ
付
け

（

築

地

）

ら
る
。
南
方
二
十
丈
ニ
ハ
小
屋
共
こ
れ
在
る
の
故
と
云
々
。
色
々
の
懸
銭
共
そ
の
数
を
知
ら
ず
。

か
け
せ
ん

堺
・
坂
本
辺
り
の
町
人
罷
り
上
る
事
斟

酌
せ
し
む
と
云
々
。
も
っ
と
も
の
事
な
り
。
諸
国
の
進
物

ま
か

し
ん
し
ゃ
く

ハ
一
向
こ
れ
な
し
。
か
く
の
如
く
御
成
敗
な
く
ば
、
小
事
も
公
用
あ
る
べ
か
ら
ず
と
云
々
。

〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
文
明
十
一
年
十
月
十
九
日
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土
御
門
内
裏
に
還
幸
す
と
云
々
。
清
冷
殿
一
宇
こ
れ
を
修
理
す
。
西
の
対
屋
・
長
橋
、
同
じ
く
修

（

清

涼

殿

）

た
い
の
や

理
す
。
殿
上
、
同
じ
く
修
理
す
。
黒
戸
・
春
興
殿
は
も
と
よ
り
無
為
と
云
々
。
南
殿
以
下
は
一
切

こ
れ
を
打
ち
捨
て
ら
る
。
四
面
の
築
地
、
四
足
以
下
の
諸
門
、
一
向
こ
れ
な
し
。
建
立
に
及
ば
ず
。

つ

い

じ

形
の
如
き
儀
ば
か
り
な
り
。
近
所
に
在
家
等
こ
れ
な
し
。
東
西
ハ
西
山
・
東
山
ニ
見
融
し
、
南
北

み

と
お

ハ
二
十
町
ば
か
り
見
融
す
も
の
也
と
云
々
。
仮
令
日
来
の
内
野
の
官
廰
の
如
き
也
。

み

と
お

け
り
ょ
う

う

ち

の

〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
紙
背
消
息

文
明
十
一
年
十
一
月
一
日
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一
大
裏
新
造
御
殿
と
長

橋

局

と
ハ
か
り
修
理
さ
せ
ら
れ
候
、
御
門
一
か
り
ふ
き
の
分
ニ
て
、
還
幸

な
が
は
し
の
つ
ぼ
ね

（

仮

葺

）

な
し
申
候
ハ
ん
す
る
分
に
候
。
但
し
築
地
已
下
八
角
六
角
ニ
築
お
き
た
る
式
に
て
候
。
い
か
ゝ
候

つ
い

じ

て
も
、
是
非
一
事
あ
る
へ
く
候
。
一
向
ニ
野
中
ニ
て
候
間
、
四
町
の
内
、
周
備
と
も
い
か
ゝ
ニ
て

候
処
、
き
つ
ね
風
情
と
同
宿
、
御
番
の
輩
出
入
、
事
行
く
べ
か
ら
ず
候
間
、
種
々
の
沙
汰
ま
て
ニ

（

狐

）

て
候
。

む
す
び

〔
宗

長

日
記
〕
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
二
月
十
二
日

そ
う
ち
ょ
う
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七
條
わ
た
り
の
合
戦
、
（
中
略
）

又
応
仁
年
中
、
諸
国
守
御
敵
と
な
り
。
京
中
三
分
二
大
堀
を
か

（

辺

）

ま
へ
、
東
西
十
町
、
其
半
に
大
内
左
京
大
夫
御
敵
に
く
み
し
上
洛
、

終

は
降
参
有
御
免
下
国
、
さ

（

政

弘

）

つ
い
に

れ
は
国
々
の
守
も
散
々
に
下
、
さ
て
し
ば
ら
く
静
謐
。

（
五
月
）
関
山
を

こ

へ
、
粟
田
口
に
い
た
れ
ど
も
、
人
ひ
と
り
に
も
あ
わ
ず
。
さ
し
も
此
た
う
げ

（
越
）

（

一

人

）

（

峠

）

は
、
か
さ
を
か
た
ぶ
け
、
か
た
を

す

り
、
馬
・
輿
さ
り

あ

へ
ざ
り
し
道
ぞ
か
し
。
京
を
見
は
た
し
侍

（

笠

）

（

傾

）

（

肩

）

（
擦
）

（
敢
）

（

渡

）

は
べ

れ
ば
、
上
下
の
家
、
む
か
し
の
十
が
一
も
な
し
。
只
民
屋
の
耕
作
業
の
躰
、
大
裏
は
五
月
の
麦
の
中
、

（

昔

）

て
い

（
内
裏
）

さ

つ

き

あ
さ
ま
し
と
も
、
申
に
も
あ
ま
り
あ
る
べ
し
。

〔
日
本
教
会
史
〕
（
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
著
）
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最
初
あ
っ
た
南
北
三
十
八
の
道
路
の
中
で
、
上
京
と
下
京
の
二
つ
の
市
区
に
分
か
れ
て
い
た
両
区
が

た
が
い
に
続
い
て
い
る
の
は
南
北
に
通
ず
る
中
央
の
道
路
た
だ
一
つ
だ
け
と
な
り
、
横
の
道
路
三
十

八
の
中
で
も
ご
く
少
数
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
国
王
と
公
家
の
御
殿
は
松
の
老
木
で
造
ら
れ
、

壁
も
同
じ
松
の
板
を
使
う
と
い
う
惨
め
さ
で
あ
り
、
公
家
の
表
向
き
の
暮
ら
し
は
こ
の
上
な
く
惨
め

で
貧
し
か
っ
た
。

〔
老
人
雑
話
〕
（
江
村
専
斎
著
）
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信
長
の
時
は
禁
中
の
微
々
成
し
こ
と
、
辺
土
の
民
屋
に
こ
と
な
ら
す
。
築
地
抔
は
な
く
、
竹
の
垣
に

び

び

な
り

つ

い

じ

な

ど

茨

な
と

ゆ

い
つ
け
た
る
さ
ま
也
。
老
人
、
児
童
の
時
は
遊
ひ
に
往
て
、
縁
に
て
土
な
と
ね
や
し
、

い
ば
ら

（
結
）

（

粘

）

破
ふ
れ
た
る
簾
を
折
節
あ
け
て
見
れ
ハ
、
人
も
無
き
体
也
。
信
長
知
行
な
と
つ
け
ら
れ
、
造
作
な
と

て
い



寄
進
あ
り
し
故
に
、
少
し
禁
中
の
居
な
し
能
な
り
た
り
。
是
に
よ
つ
て
信
長
を
御
崇
敬
あ
り
て
、
高

官
に
も
進
め
ら
る
。


